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の研究紹介を試みた.マーケティングの I f'でも特に経営

の視点カミら戦略，;~題を統合的に解決してゆく領域の研究

乞紹介する目的で|戦略的 J ーケテインク j というテー

マを設;どした マーケティング研究は欧米J沼外|五lではO

R の l ↑J心的研究分!iU'の I つであるが， .tつがい 1 では欧米，;内

外国と比較すると，いまだ充分とは思えない.そこで今

編集後記・企業が利益を高める方法は 3 つに大きく分け 回は「戦略的マーケティング」の基礎的与え )jの紹介か

られるであろう. 1 つは収入を増加させることであり， ら，近年の研究の}j[句まで悩Jム令く執筆をしていただくよ

もう l つは支出を減少させることである.もちろんこの うに依頼した. マ ケティングの分野は，研究の成果と

2 つは常に分離して取り扱えるわけではないことも明ら 実践が最も近い学問の l つである 研究の成果がどのよ

かである‘一般に収入を噌加させようとすれば，それが うに実践されているかを考える手掛りとして執筆者l工大

支出の増加につながり，反対に之山を減少させようとす 手州I!の万と企業で実際にマーケテインク分野を犯当して

れば，活動が不活発になり，収入をも減少させてしまう いる }jにそれぞれの立場から，お考えをぶし口、ただL 、

とし、う結果をまねきやすい.おおさっぱに示せば， OR た.この特集号は「戦略的マーヶテイ/":/ I の理解を深

あるいは経蛍科学は企業において支出や費用を減少させ めるにとどまらずマーケティング研究の実践性を再考し

る :JJt去を研究する分野と，収入を創出するための方法?と てみることによって， ORの研究成果がÅ践の J劫で千i効

研究する分野があるといえる.この特集切では，収入自IJ に{史われるみ法を見いLl\ l- ためのヒントとなるニとをも

IHの中心的研究分野であるマーケティングの分!j'fの最近 |司H与に Wl待して，n- Uhjされた(111111 話的)
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